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1916
●油圧機器

わが国初のLNG運搬船わが国初の自動車専用運搬船
「第十とよた丸」

ビジネス特急電車
「こだま」

技術革新による価値創造 ～川崎重工グループの120年と未来～

●造船

1906
●車両

1918
●航空機

1880
●ボイラ（舶用）

1907●鋼構造品

1942
●ジェットエンジン

1937●ボイラ（陸用）

1932●セメントプラント

1949
●二輪車
（エンジン）

1955
●二輪車（完成車）

1969●産業用ガスタービン1956●陸用蒸気タービン

舶用ボイラ生産開始

溶接・内燃機等のノウハウ
を土台に蒸気機関車の
国産化を実現

海外から技術導入し造船の
構造技術も活用し製造に着手

貨客船「伊豫丸」
株式会社川崎造船所
第一番船

船舶海洋
カンパニー

車両
カンパニー

精密機械・
ロボット
カンパニー

エネルギー・
環境プラント
カンパニー

モーターサイクル
＆エンジン
カンパニー

エンジン「KE-1」

1907
●舶用蒸気タービン
船の主機関としての
蒸気タービンを生産開始

構造・溶接技術など
を活かし鋼製橋梁の
製作開始

エネルギー関連は熱交換・燃焼技術を
土台に、環境プラントなどに多角化

日本初のジェットエンジン
初の国産開発機

「川崎式BK117ヘリコプタ」

アルジェリア向け
セメントプラント

完成車の生産開始
「明発125-500型」

「Z1」

英仏海峡トンネル
掘削機

工業動力としての電力需要
の急拡大に対応し、
舶用から陸用へ応用

「P-1固定翼哨戒機」

英国から技術を
導入した「ヘルショウ
式電動油圧舵取機」の
生産を開始

国産初の産業用ロボット
「 川崎ユニメート2000」
米国ユニメーション社より
技術導入、国産化に着手

1968
●ロボット

航空宇宙
システム
カンパニー

陸用に応用

技術の広がり

産業機器は鋼構造・
エンジニアリング技術
を土台にセメント機器から発祥、
化学プラント、LNGタンク、
シールドマシンなどに多角化

エネルギー・環境プラント

交通・輸送

航空宇宙システム

精密機械・ロボット

自律型産業/サービスロボット 高圧水素ガス弁

次世代民需航空機次世代航空エンジン

将来輸送システム

将来エネルギーシステム

将来ロボティクス

中小型航空エンジン

手術支援ロボット 建機/農機自動化
支援システム

標準車両

次期フラッグシップモデル

技能伝承ロボット

CO2分離システム

2020

2030

製品競争力の
強化

次世代の
主力製品

将来の社会課題
への対応

連続的な
成長

双腕スカラ
ロボット

「duAro」

　創業者である川崎正蔵は、「そのわざを通じて国家社会に奉仕する」との理念をもって、1878年に造船所を開設し、1896年
には株式会社川崎造船所を設立しました。今日、川崎重工は、数々の「日本初」を世の中に送り出してきた120年にわたる革新
的な技術を基盤にして、社会課題の解決と企業価値の向上を目指し、新製品・新事業の開発に取り組んでいます。
　新製品・新事業の開発に際しては、グループ内の技術を結集するとともに「技術のシナジー」の活用を追求していきます。また、
従来技術を一層強化するとともに、急激な世の中の動きに対応する新たな価値につながる技術開発を、社外の技術も戦略的かつ
効果的に活用しながら加速していきます。（注）技術開発についてはP.22をご覧ください。

水素ガスタービン

将来モビリティ
AUV

非連続イノベーション
●低炭素、さらに脱炭素へ
●自動化、さらに自律化へ
●デジタルイノベーション

新たな
価値の創出軌道遠隔監視サービス 液化水素運搬船

コネクテッドシステム

労働力不足
への対応

新たな価値観・市場の出現
●急激に変化する社会ニーズ
●破壊的なイノベーション

分散化
スマート化

電動化

労働力不足
への対応サービス（MaaS）

1960
●環境プラント・
　化学プラント・
　LNGタンク・
　シールドマシン

将来ヘリコプタ

次世代高速車両

終戦後、航空機製造が
できない期間に
取り組みを開始

「0系新幹線」

国産初のガスタービン発電設備
「カワサキPU200」


